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生態系ネットワークとは？ 

 生態系ネットワークとは、生物
多様性が保たれた国土を実現
するために、保全すべき自然環
境や優れた自然条件を有して
いる地域を核として、これらを有
機的に繋ぐ取組みです。ネット
ワークには地理的に連続してい
る場合の他、渡り鳥の飛来地の
ように地理的に連続していない
場合も含まれます。 
 生態系ネットワークの形成に
より生物多様性の確保を図り、
人と自然のふれあいの場を提
供することで、地域に社会面・
経済面において様々な効果をも
たらすことが期待されます。 
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■斐伊川水系 生態系ネットワークによる大型水鳥類と共に生きる流域づくり 

 ○生態系ネットワークに取り組む目的 
私たちの社会活動、経済活動に様々な恵みをもたらす自然生態系を守り育て、未来に継承していくためには、生態系ネットワークの形成という考えが重要となる。 
急激な人口減少・少子化、防災・減災、及び、地球環境問題などといった、全国レベルでも地域レベルでも深刻化する各種課題への対策を効果的に進めるためには、生態系
ネットワークの形成による自然生態系の保全・再生は、欠くことができない要素と言える。 
斐伊川水系を取り巻く自然条件・社会条件は、生態系ネットワークの形成や、自然環境を活かした地域振興を進める上で、全国有数の好条件を備えた地域となっている。 

斐伊川水系を取り巻く自然条件 
• 斐伊川水系は、ラムサール条約登録湿地に象徴される、多くの大型水鳥類が集まる国際的評価の得

られた豊かな水辺環境を有している。 
• 特に、わが国の陸水域に生息する希少な大型水鳥類は、①ハクチョウ類 ②ガン類 ③ツル類 ④コウノ

トリ ⑤トキの５つに大別されるが、これら全てが安定的に生息可能となる潜在性を持つ地域は、斐伊
川水系が国内唯一である。 

斐伊川水系を取り巻く社会条件 
• 生態系ネットワークの推進が、国の主要環境政策として位置付けられている。 
• 河川や農地等での関連環境施策の集積が見られ、生態系ネットワーク形成のテーマに基づく官民の

広域連携による一体的な活動や事業化を進めるうえでの施設や人材ストックが充実している。 
• 現在、佐渡市のトキや豊岡市のコウノトリ等々、大型水鳥類をシンボルとした地域振興が活発化してい

るが、斐伊川水系では地域固有の全国や海外にアピール可能な資源価値を有している。 

・数十年は避けられない、全国レベルの人口減少 
・地方から都市部への流出超過、人口の地域的な偏在（ストロー効果） 

人口減少しながらも、大都市圏との対流を 
      おこすための「内燃機関」の構築・確保 

・世界に例を見ない超高齢社会への到達 
・国家間、都市間での人やモノ、情報を巡る競争の激化 
・まちとしての活力の低下の懸念 

おとずれてみたい、住んでみたい、 
               持続可能なまちづくり 

・良好な自然環境の喪失による、生物多様性の損失 
・生態系サービスの低下に起因する各種産業の衰退 
・気候変動の影響等による、農業生産の不確実性増大 
・新興国の経済発展・人口増に伴う食料等の価格上昇 

過去に失われた自然環境の保全・再生と、 
                  その持続可能な利用 

・風水害、土砂災害の頻発・激甚化の懸念 
・地球温暖化に伴う気候変動によるリスクの増大 
・都市化・土地の高度利用に伴う社会的脆弱性の増大 
・防災・減災施設を始めとする社会資本の老朽化 

自然環境を活用した土地利用・社会資本整備 
                   （グリーンインフラ）の推進 

本取組では、国際的に重要な湿地である宍道湖・中海を中核として見据え、大型水鳥類を指標とした、 

水辺環境の保全・再生と地域経済の活性化が両立した生態系ネットワークの形成を目指すものとする。 4 



■５つの大型水鳥類が生息できる日本で唯一の地域「斐伊川水系」 
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■大型水鳥類がくらしやすい流域づくりの推進 
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